



瀬戸臨海実験所創立90周年 (1922-2012年) 記念文集 = A
collection of essays commemorating the 90th anniversary of

















































所五十年史 1922-1972 (23頁の冊子）が3 昭和
47年 9月に実験所の創立五十周年記念事業実行委
員会により発刊されているので参照されたい。
本冊子の内容であるが、同志社大学名誉教授の小
林直玉氏の文章は、 50年以上にわたって、瀬戸臨
海実験所を研究のために利用されてきた中で、見聞
きされたことをとりまとめたものである。
串樹海中公園センター名誉館長の内田紘臣氏の
文章は、 40年以上にわたって、瀬戸臨海実験所を
利用されるとともに、また同じ和歌山県の水族館関
係者として、水族館を眺めて来られた経験から、思
い出を書いていただU、た。
荒賀忠一・田名瀬英朋両氏は、元瀬戸臨海実験所
教員として、また水族館担当として、歴史や体験談
を記していただいた。
90年にわたるこの実験所の歴史の中で、多くの
人たちがこの実験所に去来した。また日本の海洋生
物学の発展の中で、この実験所に関わってきた人の
貢献もまた大きいものがある。そのような思いも含
めてこの文集を世に送り出す次第である。
京都大学フィールド科学教育研究センター
瀬戸臨海実併用庁長朝倉彰
